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これは，アンケートの結果から安全性情報の入手先とし

てメーカーより（89.8%）に続いて勉強会（64.5%）が
あることから 7)，年に 1度程度実施される勉強会や講
演会で情報提供を行うことが望ましいと考えられるため

である． 
本研究結果より，日常業務による身体負荷は影響を与

えていないことを考慮すると，短期的影響が知覚された

場合は発生状況を整理し防護策（体調確認，自発的体動

制御や動線確認の見直し，装置入れ替えなど作業環境変

化による影響確認等）を検討することが望ましいと考え

られる． 
 

4. まとめ 
 
本調査の目的である，MRI検査業務従事中の一時的

体調変化の短期的記録期間（5就業日）による日常的な
発生率の捕捉と，身体負荷を考慮した発生状況の検討に

ついては，下記のようにまとめられる． 
 
 5就業日といった短期間では他業務と同等程度又

はそれ以下の発生割合で，日常的に発生する事象

ではない． 
→ よって，急に事象が増えた場合，他の要因（例：勤

務前の体調，作業動線，装置入れ替え等）に注目するこ

と． 
→ 記録期間を長期化すると事象経験率は上昇するため

「全く発生しない事象」ではない．定期的に教育や防護

方法（体動の制御や別の手段の検討）の情報共有が必要

である． 
 身体負荷は短期的記録期間においてはMRI検査業

務従事中の一時的体調変化に影響を与える要因で

ない． 
 個人ばく露調査より，MRI室内に滞在中のうち一

定程度（10分程度）は自発的体動制御が必要な装
置近傍で作業が行われる．磁界ばく露の変化

（B）は ICNIRPのガイドライン値以下である
が，不意の動作で一時的体調変化が発生しないよ

う注意を払うことは肝要である． 
→ 1.5 Tと比較すると 3 Tはばく露特性が異なるため
注意を払う． 
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磁気共鳴画像（Magnetic Resonance Imaging：MRI）検査は地磁気の数万倍以上の静磁界を利用し，臨床では

0.5-3 T，研究用途では 7 T以上の高強度の静磁界が利用されている．現在までの研究で静磁界中の体動でめまい，
頭痛等の一時的体調変化が発生することが知られているが，しかしながら，作業前後の身体動揺の程度や経時的

変化については報告がない．そこで本研究では実際のMRI検査業務と同等程度の高磁界環境での作業（約 15分
間の静的静磁界ばく露と，約 1分の動的静磁界ばく露として頭部回転動作 2回）において，ばく露前後の身体動
揺の変化を重心動揺計にて計測し検討した．実験参加者は実験前に重心動揺の計測を行い，前室およびMRI室で
作業を行った．ばく露環境は頭部で最大 982±263 mTであった．ばく露順序は前室（コントロール条件）の後に
MRI室（MRI条件），MRI条件の後にコントロール条件と実験参加者によりランダム化した．全てのタスク終了
5分後に再度重心動揺の計測を行った．重心動揺は開眼および閉眼にて測定した．測定データからは総軌跡長，左
右・前後軌跡長，単位軌跡長，左右・前後単位軌跡長，矩形・外周面積，左右・前後最大振幅を算出した．解析で

は開眼・閉眼条件ごとに，ばく露の有無と実験参加者の年齢（25歳未満群・25歳以上群）を二元配置分散分析に
て解析した．その結果，磁界ばく露による主効果は開眼条件の外周面積を除き認められなかった．年齢による主

効果は開眼と閉眼条件ともにほぼ全ての条件（開眼条件の前後軌跡長，前後単位軌跡長を除く）にて認められた

（p<0.05）．磁界ばく露と年齢の交互作用は認められなかった．これらのことから，約 1 Tの環境で 15分間の静
磁界ばく露をともなう作業においては，重心動揺の変化を生じさせるものではなかった． 
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1. 背景 

 
磁気共鳴画像（Magnetic Resonance Imaging：MRI）

検査は国内で 6000 台以上稼働する臨床上重要なイメー
ジングモダリティである 1)．MRI装置は地磁気の数万倍
以上の静磁界を利用し，臨床では 0.5-3 T，研究用途では
7 T 以上の高強度の静磁界が利用されている 2)．超伝導

MRI 装置から発生する静磁界は装置末端のアクティブ
シールドにより装置近傍で急激に減衰し，高強度かつ高

勾配の特性を有する分布を示す 2)．このような作業環境

では，体動による誘導電界によって，めまい・頭痛等の

一時的体調変化が生じることが報告されており 3), 4)，高

強度の磁界単独（頭部回転動作など）あるいは中－高強

度で高勾配の磁界（直線運動など）によって影響が生じ

ると報告がある 3)．影響の防護策としては，国際非電離

放射線防護委員会（International Commission on Non-
Ionizing Radiation Protection：ICNIRP）等から自発的
な体動制御があげられている 3), 4)．  
このような磁界ばく露に基づくめまいに関連して，こ

れまでに，高磁界ばく露中でバランス機能に関する評価

（Romberg’s test又は Unterberger's stepping test）を
行った結果，機能が低下する報告がなされている 5)-7))．

しかしながら，これらは研究用 7 T装置における実験で
あり，作業前後の身体動揺の変化の程度や経時的変化に

ついて強度の低い臨床MRI装置（主に 0.5-3 Tの範囲）
の条件における報告はない．そこで本研究では実際の

MRI 検査業務と同等程度の高磁界かつ高勾配の環境で
のばく露（約 15分間の静的な磁界ばく露と，1分程度の
頭部回転動作による動作をともなう静磁界ばく露 2 回）
にについて，ばく露前後の身体動揺の変化を重心動揺計

にて計測し検討したので報告する． 
 

2. 方法 
 
実験は国立長寿医療研究センター研究所の 3 T MRI
装置（Magnetom：Simens社製，ドイツ）の周辺環境
で実施した．実験は独立行政法人 労働者健康安全機構

労働安全衛生総合研究所の研究倫理審査委員会の承認

（H2828）および国立長寿医療研究センター研究所の
研究倫理審査委員会の承認（No.530-4）のもと実施し
た． 
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実験参加者は男性 11，女性 16の計 27名であった．
全実験参加者の平均年齢（標準偏差）は 25.7（6.5）歳で，
身長（標準偏差）については 162.9（8.6）cmであった． 
実際のMRI検査においては，①静的な静磁界ばく露，

②頭部動作など体動をともなう動的な静磁界ばく露が混

在しており，①についてはMRI装置近傍（磁束密度：約
1 T）をのぞき込む際や寝台送りのボタン操作時に最大で
5-10 分程度発生する．そこで本研究では MRI 装置末端
の高さ 120 cm部分（磁束密度：約 1 T）に頭部が来るよ
う着座を依頼し，安静時間も含め約 15 分間の静的な静
磁界ばく露条件を設定した（図 1A）．②については，作

業によって非常に幅があるため，先行研究 6)を参考に頭

部回転動作（水平 180度／3秒を 5往復）を 2回付与す
ることとした（図 1A）．したがって，ばく露条件として
は，静的な静磁界ばく露 15 分で，うち 1 分程度の動的
静磁界ばく露を印可することとなった． 
 
2) 実験プロトコルと身体動揺の評価 
図 1B に本研究の実験プロトコルを示す．実験参加者
はインフォームドコンセントおよび体調チェックの後，

第一回目の重心動揺測定を行った．重心動揺の測定は重

心動揺計（GW-5000，アニマ社製）を用いて測定した（図
1C）．測定は開眼および閉眼条件にて各 3回行い，開眼・
閉眼の指示はランダム化した．その後，地磁気レベルの

前室（以後，コントロール条件と標記）又はMRI室（以
後，MRI条件）にてばく露を実施した．コントロール条
件におけるばく露は磁界ばく露をともなわないため，本

研究では Shamばく露（磁界ばく露に対する対義語；本
研究では地磁気レベルのばく露に相当）と標記した（図

1B）．コントロール条件を先に実施する群をCase 1，MRI
条件を先に実施する群を Case 2 とした．コントロール
条件・MRI条件の順序はランダム化し終了 5分後に再度
重心動揺測定を行った．  
測定データは，総軌跡長（cm），単位軌跡長（cm/秒），

左右軌跡長（cm），左右単位軌跡長（cm/秒），前後軌跡
長（cm），前後単位軌跡長（cm/秒），矩形面積（cm2），

外周面積（cm2），左右最大振幅（cm），前後最大振幅（cm）
を付属ソフトウェアにて算出した． 
 
3) ばく露磁界の計測 

 
図 1 実験の概要 A：静磁界ばく露条件および頭部回転動
作の様子．B：本研究のプロトコル． 
 

 
図 1 実験の概要（つづき） C:重心動揺測定の様子． 
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全実験参加者の平均年齢（標準偏差）は 25.7（6.5）歳で，
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第一回目の重心動揺測定を行った．重心動揺の測定は重

心動揺計（GW-5000，アニマ社製）を用いて測定した（図
1C）．測定は開眼および閉眼条件にて各 3回行い，開眼・
閉眼の指示はランダム化した．その後，地磁気レベルの

前室（以後，コントロール条件と標記）又はMRI室（以
後，MRI条件）にてばく露を実施した．コントロール条
件におけるばく露は磁界ばく露をともなわないため，本

研究では Shamばく露（磁界ばく露に対する対義語；本
研究では地磁気レベルのばく露に相当）と標記した（図

1B）．コントロール条件を先に実施する群をCase 1，MRI
条件を先に実施する群を Case 2 とした．コントロール
条件・MRI条件の順序はランダム化し終了 5分後に再度
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図 1 実験の概要 A：静磁界ばく露条件および頭部回転動
作の様子．B：本研究のプロトコル． 
 

 
図 1 実験の概要（つづき） C:重心動揺測定の様子． 
 

身体動揺を指標にした磁界ばく露の影響評価 

3軸ホール素子磁界計（THM1176：Metroab社製，ス
イス）で実験参加者着座位置のばく露磁界を計測した（図

2）．測定はサンプリングレート 120 Hz，1秒間，分解能
0.3 mTの条件で行い，各データポイントから 3軸の値，
3 軸合成値を取得した．ばく露レベルの評価には 1秒間
の時間平均値を用いた．ばく露環境は頭部で最大磁束密

度が 982±263 mTで勾配は 381 mT/10 cm（3810 mT/m）
であった．Sham ばく露中の静的静磁界ばく露は地磁気
レベル（< 50 T）であった． 
 
4) 統計解析 
重心動揺のデータは，磁界ばく露の有無，年齢（中央

値に基づき 25歳未満群・25歳以上群に分類），ばく露順
序との関連についてそれぞれ二元配置分散分析にて解析

した．統計ソフトは SPSS statistics 25を用いて，統計
的有意差は p<0.05とした． 
 

3. 結果 
 
表 1と表 2に，開眼条件および閉眼条件における，25

歳未満群と 25 歳以上群ごとの磁界ばく露前後の重心動
揺計測値と分散分析の結果を示す．磁界ばく露による主

効果は，開眼条件の外周面積を除き，認められなかった．

一方，年齢による主効果は，開眼と閉眼条件ともに，ほ

ぼ全ての条件（開眼条件の前後軌跡長，前後単位軌跡長

を除く）で認められた．磁界ばく露と年齢の交互作用は

認められなかった．図 3には，代表例として，開眼条件
における総軌跡長を示す．開眼条件における 25 歳以上
群の総軌跡長は，25歳未満群に比べて長かった．（表1）． 

表 3に磁界ばく露前後の重心動揺の変化について，ば
く露順序との関連について解析した結果を示す．磁界ば

く露の主効果，ばく露順序の主効果および交互作用いず

れにおいても有意差は認められなかった． 
 

4. 考察 
 
本研究で解析を行った重心動揺のパラメーターについ

て年齢による影響が観察されたが，重心動揺の制御にお

いては加齢が影響を与えていることが知られている 8)．

一方で，幾つかの開眼時の重心動揺のパラメーター（総

軌跡長，単位軌跡長，前後軌跡長，前後単位軌跡長，矩

形面積，外周面積，左右最大振幅）において，年齢に関

わらず実験前に比べて実験後にパラメーター値が上昇す

る傾向が示された．このため磁界ばく露の影響が考えら

れたが，統計解析において磁界ばく露の主効果は開眼条

件の外周面積を除き認められなかったことから，実験前

の測定から実験後の測定まで約 40 分経過したことによ
る疲労が影響を与えている可能性が考えられる．今回の

ばく露及びShamばく露中は被験者は静止しているもの
の椅子に背もたれがないため，単なる姿勢維持であって

も疲労をもたらした可能性がある． 
本研究のばく露条件では，開眼条件の外周面積におい

てのみ磁界ばく露の主効果が観察された．しかしながら，

ばく露前後の絶対値の差分は 25歳未満群で 0.24 cm2，

25 歳以上群で 0.36 cm2であり，それぞれの群の標準偏

差（25歳未満群：0.58 cm2又は 0.82 cm2，25歳以上群：
0.89 cm2又は 1.33 cm2）より小さい．このため，統計的

有意差は検出されたものの，実際にバランス機能に影響

を与えると判断するには不十分であると考えられる． 
なお，本研究では実験参加者ごとに 15 分程度の高磁
界ばく露があるが，順序はランダム化されていたため半

数程度は磁界ばく露から 15 分後，残りは磁界ばく露直
後に測定を行っている．ばく露順序の主効果あるいは磁

界ばく露との交互作用が検出されなかったことから，ば

 
図 3 実験結果の例．開眼条件における総軌跡長．**：
p<0.01 

 

 
図 2 ばく露磁界の測定． 
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表 1 開眼条件における，磁界ばく露前・後の重心動揺計測値－年齢の影響． 
    主効果  

 磁界 
ばく露 

25歳未満群
（N=15） 

25歳以上群
（N=12） 磁界ばく露 年齢 交互作用 

総軌跡長（cm） 
実験前 24.28±5.82 31.82±7.83 

p=0.283 p=0.003 p=0.222 
実験後 24.83±8.04 33.93±8.73 

単位軌跡長（ cm/
秒） 

実験前 0.80±0.20 1.05±0.25 
p=0.287 p=0.003 p=0.227 

実験後 0.83±0.27 1.13±0.29 

左右軌跡長（cm） 
実験前 14.93±3.82 20.20±6.31 

p=0.601 p=0.001 p=0.051 
実験後 14.65±3.21 21.81±6.46 

左右単位 
軌跡長（cm/秒） 

実験前 0.50±0.13 0.67±0.21 
p=0.599 p=0.001 p=0.050 

実験後 0.49±0.11 0.73±0.22 

前後軌跡長（cm） 
実験前 15.34±4.91 19.70±3.86 

p=0.188 p=0.063 p=0.676 
実験後 16.51±8.74 21.25±5.24 

前後単位 
軌跡長（cm/秒） 

実験前 0.51±0.16 0.66±0.13 
p=0.186 p=0.062 p=0.672 

実験後 0.55±0.29 0.71±0.17 

矩形面積（cm2） 
実験前 2.38±1.49 4.68±2.49 

p=0.144 p=0.007 p=0.948 
実験後 3.13±2.31 5.15±3.28 

外周面積（cm2） 
実験前 0.90±0.58 1.73±0.89 

p=0.041 p=0.005 p=0.446 
実験後 1.14±0.82 2.09±1.33 

左右最大振幅（cm） 実験前 1.48±0.54 2.07±0.60 
p=0.511 p=0.011 p=0.625 

実験後 1.67±0.67 2.04±0.62 

前後最大振幅（cm） 
実験前 1.50±0.49 2.16±0.77 

p=0.112 p=0.004 p=0.955 
実験後 1.68±0.64 2.35±0.67 

 
 

表 2 閉眼条件における，磁界ばく露前・後の重心動揺計測値－年齢の影響． 
    主効果  

 磁界 
ばく露 

25歳未満群
（N=15） 

25歳以上群
（N=12） 磁界ばく露 年齢 交互作用 

総軌跡長（cm） 
実験前 37.61±12.18 36.38±14.39 

p=0.577 p=0.004 p=0.989 
実験後 36.52±8.89 35.57±15.27 

単位軌跡長（ cm/
秒） 

実験前 1.25±0.41 1.21±0.48 
p=0.579 p=0.004 p=0.987 

実験後 1.22±0.30 1.19±0.51 

左右軌跡長（cm） 
実験前 22.80±8.22 22.69±9.90 

p=0.473 p=0.001 p=0.831 
実験後 22.07±5.47 21.87±9.80 

左右単位 
軌跡長（cm/秒） 

実験前 0.76±0.27 0.76±0.33 
p=0.497 p=0.001 p=0.856 

実験後 0.74±0.18 0.73±0.33 

前後軌跡長（cm） 
実験前 24.72±8.37 23.35±9.24 

p=0.592 p=0.026 p=0.906 
実験後 23.88±8.43 23.08±9.88 

前後単位 
軌跡長（cm/秒） 

実験前 0.82±0.28 0.78±0.31 
p=0.596 p=0.026 p=0.925 

実験後 0.80±0.28 0.77±0.33 

矩形面積（cm2） 
実験前 4.73±3.49 4.35±2.71 

p=0.621 p=0.003 p=0.453 
実験後 4.36±2.68 5.06±4.44 

外周面積（cm2） 
実験前 1.77±1.25 1.74±1.17 

p=0.938 p=0.005 p=0.499 
実験後 1.61±0.90 1.92±1.79 

左右最大振幅（cm） 実験前 2.06±0.81 1.93±0.72 
p=0.705 p=0.003 p=0.705 

実験後 1.94±0.64 2.00±0.70 

前後最大振幅（cm） 
実験前 2.07±0.69 2.08±0.62 

p=0.329 p=0.001 p=0.159 
実験後 2.07±0.64 2.21±1.05 

 
 

表 3 開眼・閉眼条件における，磁界ばく露前・後の重心動揺計測値－ばく露順序の影響． 

 開眼 閉眼 
 主効果  主効果  
 磁界ばく露 ばく露順序 交互作用 磁界ばく露 ばく露順序 交互作用 
総軌跡長（cm） p=0.391 p=0.415 p=0.590 p=0.575 p=0.777 p=0.996 
単位軌跡長（cm/秒） p=0.393 p=0.413 p=0.606 p=0.578 p=0.774 p=1.000 
左右軌跡長（cm） p=0.816 p=0.654 p=0.695 p=0.470 p=0.883 p=0.799 
左右単位軌跡長（cm/秒） p=0.812 p=0.652 p=0.704 p=0.491 p=0.877 p=0.793 
前後軌跡長（cm） p=0.218 p=0.382 p=0.709 p=0.603 p=0.728 p=0.788 
前後単位軌跡長（cm/秒） p=0.218 p=0.387 p=0.663 p=0.610 p=0.733 p=0.779 
矩形面積（cm2） p=0.130 p=0.951 p=0.692 p=0.561 p=0.934 p=0.161 
外周面積（cm2） p=0.053 p=0.901 p=0.922 p=0.886 p=0.804 p=0.214 
左右最大振幅（cm） p=0.475 p=0.953 p=0.947 p=0.837 p=0.918 p=0.211 
前後最大振幅（cm） p=0.101 p=0.875 p=0.881 p=0.394 p=0.914 p=0.584 
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表 1 開眼条件における，磁界ばく露前・後の重心動揺計測値－年齢の影響． 
    主効果  

 磁界 
ばく露 

25歳未満群
（N=15） 

25歳以上群
（N=12） 磁界ばく露 年齢 交互作用 

総軌跡長（cm） 
実験前 24.28±5.82 31.82±7.83 

p=0.283 p=0.003 p=0.222 
実験後 24.83±8.04 33.93±8.73 

単位軌跡長（ cm/
秒） 

実験前 0.80±0.20 1.05±0.25 
p=0.287 p=0.003 p=0.227 

実験後 0.83±0.27 1.13±0.29 

左右軌跡長（cm） 
実験前 14.93±3.82 20.20±6.31 

p=0.601 p=0.001 p=0.051 
実験後 14.65±3.21 21.81±6.46 

左右単位 
軌跡長（cm/秒） 

実験前 0.50±0.13 0.67±0.21 
p=0.599 p=0.001 p=0.050 

実験後 0.49±0.11 0.73±0.22 

前後軌跡長（cm） 
実験前 15.34±4.91 19.70±3.86 

p=0.188 p=0.063 p=0.676 
実験後 16.51±8.74 21.25±5.24 

前後単位 
軌跡長（cm/秒） 

実験前 0.51±0.16 0.66±0.13 
p=0.186 p=0.062 p=0.672 

実験後 0.55±0.29 0.71±0.17 

矩形面積（cm2） 
実験前 2.38±1.49 4.68±2.49 

p=0.144 p=0.007 p=0.948 
実験後 3.13±2.31 5.15±3.28 

外周面積（cm2） 
実験前 0.90±0.58 1.73±0.89 

p=0.041 p=0.005 p=0.446 
実験後 1.14±0.82 2.09±1.33 

左右最大振幅（cm） 実験前 1.48±0.54 2.07±0.60 
p=0.511 p=0.011 p=0.625 

実験後 1.67±0.67 2.04±0.62 

前後最大振幅（cm） 
実験前 1.50±0.49 2.16±0.77 

p=0.112 p=0.004 p=0.955 
実験後 1.68±0.64 2.35±0.67 

 
 

表 2 閉眼条件における，磁界ばく露前・後の重心動揺計測値－年齢の影響． 
    主効果  

 磁界 
ばく露 

25歳未満群
（N=15） 

25歳以上群
（N=12） 磁界ばく露 年齢 交互作用 

総軌跡長（cm） 
実験前 37.61±12.18 36.38±14.39 

p=0.577 p=0.004 p=0.989 
実験後 36.52±8.89 35.57±15.27 

単位軌跡長（ cm/
秒） 

実験前 1.25±0.41 1.21±0.48 
p=0.579 p=0.004 p=0.987 

実験後 1.22±0.30 1.19±0.51 

左右軌跡長（cm） 
実験前 22.80±8.22 22.69±9.90 

p=0.473 p=0.001 p=0.831 
実験後 22.07±5.47 21.87±9.80 

左右単位 
軌跡長（cm/秒） 

実験前 0.76±0.27 0.76±0.33 
p=0.497 p=0.001 p=0.856 

実験後 0.74±0.18 0.73±0.33 

前後軌跡長（cm） 
実験前 24.72±8.37 23.35±9.24 

p=0.592 p=0.026 p=0.906 
実験後 23.88±8.43 23.08±9.88 

前後単位 
軌跡長（cm/秒） 

実験前 0.82±0.28 0.78±0.31 
p=0.596 p=0.026 p=0.925 

実験後 0.80±0.28 0.77±0.33 

矩形面積（cm2） 
実験前 4.73±3.49 4.35±2.71 

p=0.621 p=0.003 p=0.453 
実験後 4.36±2.68 5.06±4.44 

外周面積（cm2） 
実験前 1.77±1.25 1.74±1.17 

p=0.938 p=0.005 p=0.499 
実験後 1.61±0.90 1.92±1.79 

左右最大振幅（cm） 実験前 2.06±0.81 1.93±0.72 
p=0.705 p=0.003 p=0.705 

実験後 1.94±0.64 2.00±0.70 

前後最大振幅（cm） 
実験前 2.07±0.69 2.08±0.62 

p=0.329 p=0.001 p=0.159 
実験後 2.07±0.64 2.21±1.05 

 
 

表 3 開眼・閉眼条件における，磁界ばく露前・後の重心動揺計測値－ばく露順序の影響． 

 開眼 閉眼 
 主効果  主効果  
 磁界ばく露 ばく露順序 交互作用 磁界ばく露 ばく露順序 交互作用 
総軌跡長（cm） p=0.391 p=0.415 p=0.590 p=0.575 p=0.777 p=0.996 
単位軌跡長（cm/秒） p=0.393 p=0.413 p=0.606 p=0.578 p=0.774 p=1.000 
左右軌跡長（cm） p=0.816 p=0.654 p=0.695 p=0.470 p=0.883 p=0.799 
左右単位軌跡長（cm/秒） p=0.812 p=0.652 p=0.704 p=0.491 p=0.877 p=0.793 
前後軌跡長（cm） p=0.218 p=0.382 p=0.709 p=0.603 p=0.728 p=0.788 
前後単位軌跡長（cm/秒） p=0.218 p=0.387 p=0.663 p=0.610 p=0.733 p=0.779 
矩形面積（cm2） p=0.130 p=0.951 p=0.692 p=0.561 p=0.934 p=0.161 
外周面積（cm2） p=0.053 p=0.901 p=0.922 p=0.886 p=0.804 p=0.214 
左右最大振幅（cm） p=0.475 p=0.953 p=0.947 p=0.837 p=0.918 p=0.211 
前後最大振幅（cm） p=0.101 p=0.875 p=0.881 p=0.394 p=0.914 p=0.584 

 

身体動揺を指標にした磁界ばく露の影響評価 

く露後の経過時間についてもバランス機能に影響を与え

るものでないと考えられる． 
本研究では重心動揺により磁界ばく露の影響を検討し

たが，今後の展開として，より検出力高くバランス機能

の変化を検出するために身体各部位の動揺の計測が必要

とされる．特に磁界ばく露中の身体動揺の測定は 7 T の
研究用MRI装置でのみ事例が限定されており 5)-7)，臨床

用で用いられている 3 T装置での事例は本研究のみであ
る．先行研究では，一時的体調変化の発生に資すると考

えられる動的静磁界ばく露のない静的磁界ばく露のみで

あっても静止立位の変化が報告されている 5)．このため

本プロジェクトでは静磁界ばく露による生体影響評価を

より深めるため本実験とは独立してモーションキャプチ

ャによる磁界ばく露中の身体動揺の測定を試みており，

今後，本研究の結果と合わせ考察を行う予定である． 
 

5. 結論 
 
本研究では実際の MRI 検査業務と同等程度の高磁界

環境での作業（約 15 分の静磁界ばく露と頭部回転動作
2 回を含む）において，ばく露前後の身体動揺の変化を
重心動揺計にて計測した．その結果，約 1 Tの環境で 15
分間の静磁界ばく露をともなう作業においては，重心動

揺の変化を生じさせるものではなかった． 
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